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(57)【要約】
【課題】反射部のカラーフィルタ層に開口部が設けられ
ておりながらも、カラーフィルタ
層に尖った角が形成されないようにして、この開口部の
周囲のカラーフィルタ層が剥がれ
難くし、しかも、半透過型液晶表示パネルの製造時に欠
け難くした、表示品質の良好な半
透過型液晶表示パネルを提供すること。
【解決手段】本発明は、マトリクスに配置された複数の
画素のそれぞれに反射部１５及び
透過部１６が形成され、前記反射部１５に対応する位置
に設けられているカラーフィルタ
層２０Ｒ～２０Ｂには部分的に開口部２１Ｒ～２１Ｂが
形成されている半透過型液晶表示
パネル１０Ａにおいて、前記カラーフィルタ層２０Ｒ～
２０Ｂの前記開口部２１Ｒ～２１

Ｂによって形成されている全ての角Ｙは曲線状となされ
ていることを特徴とする。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリクスに配置された複数の画素のそれぞれに反射部及び透過部が形成され、前記反
射部に対応する位置に設けられているカラーフィルタ層には部分的に開口部が形成されて
いる半透過型液晶表示パネルにおいて、
　前記カラーフィルタ層の前記開口部によって形成されている全ての角は曲線状となされ
ていることを特徴とする半透過型液晶表示パネル。
【請求項２】
　前記カラーフィルタ層の開口部は前記カラーフィルタ層の幅よりも幅が狭い連結部によ
って前記カラーフィルタ層が連続的に連なるように形成されていることを特徴とする請求
項１に記載の半透過型液晶表示パネル。
【請求項３】
　前記カラーフィルタ層の開口部は色毎に異なる面積とされていることを特徴とする請求
項１に記載の半透過型液晶表示パネル。
【請求項４】
　前記カラーフィルタ層には、緑色のカラーフィルタ層とその他の色のカラーフィルタ層
が設けられ、
　前記緑色のカラーフィルタ層は、前記開口部によって分断された状態に形成され、
　その他の色のカラーフィルタ層は各カラーフィルタ層の幅よりも幅が狭い連結部によっ
て前記カラーフィルタ層が連続的に連なるように形成されていることを特徴とする請求項
１に記載の半透過型液晶表示パネル。
【請求項５】
　前記連結部の一方のエッジは、前記カラーフィルタ層のエッジに沿って位置しているこ
とを特徴とする請求項２又は４に記載の半透過型液晶表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、半透過型液晶表示パネル関し、特に反射部のカラーフィルタ層に開口部が設
けられておりながらも、カラーフィルタ層に尖った角が形成されないようにして、この角
部からカラーフィルタ層が剥がれ難くするとともに、半透過型液晶表示パネルの製造時に
この角部が欠け難くした、表示品質の良好な半透過型液晶表示パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の携帯型の機器に使用される液晶表示パネルとしては、透過型及び反射型の性質を
併せ持つ半透過型液晶表示パネルが多く使用されるようになっている。この半透過型液晶
表示パネルは、一つの画素内に透明電極を備えた透過部と反射層を備えた反射部を有して
おり、暗い場所においてはバックライトを点灯して画素領域の透過部を利用して画像を表
示し、明るい場所においてはバックライトを点灯することなく反射部において外光を利用
して画像を表示している。そのため、半透過型液晶表示装置は、常時バックライトを点灯
する必要がないので、消費電力を大幅に低減させることができるという利点を有している
。
【０００３】
　なお、半透過型液晶表示パネルは、透過部ではバックライトからの光はカラーフィルタ
層を１回通過して観察者の目に入るのに対し、反射部では液晶表示パネルに入射した外光
は２回カラーフィルタ層を通過して観察者の目に入る。そのため、反射部と透過部とで同
じ厚さのカラーフィルタ層を使用した半透過型液晶表示パネルは、そのままでは反射部の
方が色調が濃くなってしまう。そこで、反射部のカラーフィルタ層の一部にカラーフィル
タ層が存在していない開口部を形成することによって、反射部の色調が透過部の色調と同
じようになるようにすることが行われている（下記特許文献１及び２参照）。
【特許文献１】特開２００３－２３３０６３号公報
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【特許文献２】特開２００６－２６７９９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　液晶表示パネルのカラーフィルタ層は一般的にはストライプ状のパターンに形成されて
いる。しかしながら、近年の携帯電話機等用に用いられる小型で高精細な半透過型液晶表
示パネルにおいては、カラーフィルタ層５１の幅が狭いため、例えば図５に示したように
、開口部５２を各サブ画素のストライプ状のカラーフィルタ層５１を横断するように形成
したものが多く使用されている。
【０００５】
　なお、図５は、従来例の半透過型液晶表示パネル５０の３サブ画素分の模式平面図であ
る。
【０００６】
　このようにストライプ状のカラーフィルタ層５１を横断するように開口部を形成すると
、カラーフィルタ層５１に尖った角（エッジ部）Ｘが生じてしまう。
【０００７】
　カラーフィルタ層５１に尖った角Ｘが存在していると、この尖った角Ｘの先端からカラ
ーフィルタ層５１が剥がれやすくなる。しかも、このカラーフィルタ層５１及び開口部５
２の表面にセルギャップ調整用のトップコート層を形成する場合であっても、製造工程中
に尖った角Ｘが欠けやすくなるという問題点が生じる。
【０００８】
　本発明は、上述のような従来技術の問題点を解決すべくなされたものであって、その目
的は、反射部のカラーフィルタ層に開口部が設けられておりながらも、カラーフィルタ層
に尖った角が形成されないようにして、カラーフィルタ層の角が剥がれ難くするとともに
、半透過型液晶表示パネルの製造時に角が欠け難くなるようにした、表示品質の良好な半
透過型液晶表示パネルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明の半透過型液晶表示パネルは、マトリクスに配置され
た複数の画素のそれぞれに反射部及び透過部が形成され、前記反射部に対応する位置に設
けられているカラーフィルタ層には部分的に開口部が形成されている半透過型液晶表示パ
ネルにおいて、前記カラーフィルタ層の前記開口部によって形成されている全ての角は曲
線状となされていることを特徴とする。
【００１０】
　本発明の半透過型液晶表示パネルにおいては、反射部に対応する位置に設けられている
カラーフィルタ層には部分的に開口部が形成されていること及び前記カラーフィルタ層の
前記開口部によって形成されている全ての角は曲線状となされていることが必要である。
カラーフィルタ層に部分的に開口部が形成されていることは、反射部と透過部の色調を同
一にするために必要な構成である。また、この開口部によって形成された角が曲線状とな
っていると、尖った角となるパターンがなくなるために剥がれ難くなり、しかも、製造工
程中に従来例のように尖った角が折れてしまうことが少なくなるので、表示画質の低下を
抑制することができるようになる。
【００１１】
　本発明の半透過型液晶表示パネルにおいては、前記カラーフィルタ層の開口部は前記カ
ラーフィルタ層の幅よりも幅が狭い連結部によって前記カラーフィルタ層が連続的に連な
るように形成されていることが好ましい。
【００１２】
　カラーフィルタ層の開口部によって形成された角が曲線状となっていると、尖った角と
なるパターンがなくなるために剥がれ難くなるが、平面視で突出した状態であると突出し
ていない部分よりも剥がれ易い。したがって、本発明のように、カラーフィルタ層の幅よ
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りも幅が狭い連結部によってカラーフィルタ層が連続的に連なるように形成すると、角が
曲線状であるが平面視で突出している角の数を減らすことができるため、表示画質の低下
をより抑制することができるようになる。
【００１３】
　また、本発明の半透過型液晶表示パネルにおいては、前記カラーフィルタ層の開口部は
色毎に異なる面積とされていることが好ましい。
【００１４】
　人の視感度は色毎に異なり、しかも、カラーフィルタ層の形成材料の吸光係数も色毎に
異なるため、カラーフィルタ層の開口部を色毎に異なる面積とすることによって、得られ
る半透過型液晶表示パネルの色調をより望ましい範囲に調整することができるようになる
。一般には、Ｒ、Ｇ及びＢの３原色のカラーフィルタ層を使用する場合、Ｇのカラーフィ
ルタ層の開口部の面積が最も大きく、次いで、Ｒ、Ｂの順に開口部の面積が小さくされる
。
【００１５】
　また、本発明の半透過型液晶表示パネルにおいては、カラーフィルタ層には、緑色のカ
ラーフィルタ層とその他の色のカラーフィルタ層が設けられ、緑色のカラーフィルタ層は
前記開口部によって分断された状態に形成され、その他の色のカラーフィルタ層はカラー
フィルタ層の幅よりも幅が狭い連結部によって前記カラーフィルタ層が連続的に連なるよ
うに形成されていることが好ましい。
【００１６】
　前述したように、例えばＲ、Ｇ及びＢの３原色のカラーフィルタ層を使用する場合、Ｇ
のカラーフィルタ層の開口部の面積が最も大きく、次いで、Ｒ、Ｂの順に開口部の面積が
小さくされる。したがって、Ｇのカラーフィルタ層を開口部によって分断された状態とす
ることによって大きな開口部面積を確保することができる。また、Ｇ以外の色のカラーフ
ィルタ層の開口部の面積は、開口部がコンタクトホールに対向する位置に存在するように
する場合等、カラーフィルタ層を開口部によって分断された状態とすると開口部の面積が
大きくなりすぎる場合においても、所定の面積を有する開口部とすることができるように
なる。
【００１７】
　また、本発明の半透過型液晶表示パネルにおいては、前記連結部の一方のエッジは、前
記カラーフィルタ層のエッジに沿って位置していることが好ましい。このような構成とす
ると、角が曲線状であるが平面視で突出している角の数を更に減らすことができるため、
表示画質の低下をより抑制することができるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、実施例及び図面を参照して本発明を実施するための最良の形態を説明する。しか
しながら、以下に示す実施形態は本発明をこれに記載したものに限定することを意図する
ものではなく、本発明は特許請求の範囲に示した技術思想を逸脱することなく種々の変更
を行ったものにも均しく適用し得るものである。
【実施例１】
【００１９】
　実施例１の半透過型液晶表示パネルを図１及び図２を用いて説明する。
【００２０】
　なお、図１は実施例１の半透過型液晶表示パネル１０Ａの３サブ画素分の模式平面図で
ある。また、図２は図１のＡ－Ａ線に沿った模式断面図である。
【００２１】
　この半透過型液晶表示パネル１０Ａは、アレイ基板ＡＲ及びカラーフィルタ基板ＣＦと
を備えている。このうち、アレイ基板ＡＲは、ガラス基板等の透明基板１１の表示領域上
に、アルミニウムやモリブデン等の金属からなる複数の走査線１２及び信号線１３がマト
リクス状に形成されている。
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【００２２】
　ここで、走査線１２と信号線１３とに囲まれた領域が１サブ画素に相当する。なお、透
明基板１１上には各サブ画素毎にスイッチング素子となるＴＦＴ（Thin Film Transistor
）や補助容量電極等が形成されており、更にこれらのＴＦＴや補助容量電極等の絶縁のた
めに各種絶縁膜が設けられているが、図示省略してある。
【００２３】
　そして、アレイ基板ＡＲの表示領域全体に亘って有機絶縁膜からなる層間膜１４が積層
されている。この層間膜１４の表面は、反射部１５においては拡散反射光を得るために微
細な凹凸部（図示省略）が形成され、透過部１６においては平坦となされている。そして
、それぞれのサブ画素において、反射部１５には例えばアルミニウム金属からなる反射板
１７が設けられ、この反射板１７の表面及び透過部１６における層間膜１４の表面には例
えばＩＴＯ（Indium Tin Oxide）からなる画素電極１８が形成されている。更に、画素電
極１８の表面には全てのサブ画素を覆うように配向膜（図示省略）が積層されている。
【００２４】
　また、カラーフィルタ基板ＣＦは、ガラス基板等の透明基板１９の表示領域上に、それ
ぞれのサブ画素に対応して例えば赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）のストライプ状の
カラーフィルタ層２０Ｒ～２０Ｂが形成され、更に、共通電極及び配向膜（何れも図示省
略）が順次積層さている。そして、前記アレイ基板ＡＲ及びカラーフィルタ基板ＣＦを互
いに対向させ、これらの基板の周囲にシール材を設けた後に両基板を貼り合せ、両基板間
に液晶２３を充填することにより半透過型液晶表示パネル１０Ａが完成される。なお、ア
レイ基板ＡＲの下方には、図示しない周知の光源、導光板、拡散シート等を有するバック
ライト装置が配置されている。
【００２５】
　ここで、反射部１５と透過部１６とで同じ厚さのカラーフィルタ層２０Ｒ～２０Ｂを使
用するため、反射部１５のカラーフィルタ層２０Ｒ～２０Ｂの一部分にカラーフィルタ層
が存在しない開口部２１Ｒ～２１Ｂ及び必要に応じて所定の厚さのトップコート層２２が
設けられている。このトップコート層２２は、反射部１５全体にわたって設けられており
、その厚さは反射部１５における液晶層の厚さいわゆるセルギャップｄ１が透過部１６の
セルギャップｄ２の半分、すなわちｄ１＝（ｄ２）／２となるようにされている。
【００２６】
　なお、実施例１で用いたＲ、Ｇ及びＢの各カラーフィルタ層２０Ｒ～２０Ｂの開口部２
１Ｒ～２１Ｂの面積は、例えばＧのカラーフィルタ層２０Ｇのものが最も大きく、次いで
、Ｒ、Ｂの順に開口部２１の面積が小さくされている。そして、実施例１の半透過型液晶
表示パネル１０Ａでは、カラーフィルタ層２０Ｒ～２０Ｂに尖った角が生じないようにす
るため、角Ｙは全て曲線状となるように形成されている。
【００２７】
　なお、角Ｙとはカラーフィルタ層の内角が１８０度未満の箇所（カラーフィルタ層のコ
ーナが凸の箇所）のことであり、カラーフィルタ層の内角が１８０度以上の箇所（カラー
フィルタ層のコーナが凹の箇所）のことではない。したがって、図１のＺで示す部分は、
ここでいう角ではない。Ｚのようなカラーフィルタ層の内角が１８０度以上の箇所であれ
ば、この箇所からカラーフィルタ層が剥がれるということもない。ただし、図１に示すよ
うにＺの箇所においてもコーナー部分を曲線形状としてあっても良い。
【００２８】
　なお、実施例１の半透過型液晶表示パネル１０Ａは、Ｇのカラーフィルタ層２０Ｇにお
いて、開口部の面積を調整するために、平面視で突出した部分ＹＧが設けられている例が
示されているが、この平面視で突出した部分ＹＧを設けるかどうかは任意である。
【００２９】
　このような構成とすると、図５に示した従来例の半透過型液晶表示パネル５０における
尖った角Ｘのようなパターンがなくなるため、角が剥がれ難くなり、しかも、製造工程中
に従来例のように尖った角が折れてしまうことが少なくなる。また、曲線状の角Ｙの曲率
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半径は、大きい方が剥がれ難くなるために好ましいが、小さすぎると効果が表れず、また
、あまり大きくしても角Ｙを反射部１５内に収めることができなくなる可能性があるため
、画素電極１８の幅の１／８以上１／２以下が好ましい。
【００３０】
　なお、実施例１の半透過型液晶表示パネル１０Ａにおいては、反射部１５のカラーフィ
ルタ層２０Ｒ～２０Ｂの一部分にカラーフィルタが存在しない開口部２１Ｒ～２１Ｂ及び
所定の厚さのトップコート層２２を設けた例を示した。しかしながら、このトップコート
層２２の本質的な機能は反射部１５のセルギャップｄ１の調整用であるので、必ずしも必
要な構成ではない。このトップコート層２２を設けない場合は、層間膜１４の厚さを反射
部１５と透過部１６とで変えることにより容易に反射部１５のセルギャップｄ１と透過部
１６のセルギャップｄ２をｄ１＝（ｄ２）／２の関係を満たすようにすることができる。
【実施例２】
【００３１】
　実施例２の半透過型液晶表示パネルを図３を用いて説明する。
【００３２】
　なお、図３は実施例２の半透過型液晶表示パネル１０Ｂの３サブ画素分の模式平面図で
ある。
【００３３】
　また、実施例２の半透過型液晶表示パネル１０Ｂが実施例１の半透過型液晶表示パネル
１０Ａと構成が相違する点は、カラーフィルタ層２０Ｒ～２０Ｂに形成された開口部２１

Ｒ～２１Ｂの形状及びそれによって形成された角の形状のみである。そこで、図３におい
ては実施例１の半透過型液晶表示パネル１０Ａと同一の構成部分には同一の参照符号を付
与してその詳細な説明は省略する。
【００３４】
　実施例２の半透過型液晶表示パネル１０Ｂにおいては、カラーフィルタ層２０Ｒ～２０

Ｂの開口部２１Ｒ～２１Ｂは、カラーフィルタ層２０Ｒ～２０Ｂがその幅よりも幅が狭い
連結部２４Ｒ～２４Ｂによって連続的に連なるように形成されている。また、このカラー
フィルタ層２０Ｒ～２０Ｂの曲線状の角Ｙの曲率半径は画素電極１８の幅の約１／２とさ
れている。
【００３５】
　実施例２では、連結部２４Ｒ～２４Ｂがカラーフィルタ層２０Ｒ～２０Ｂの中央ではな
く、片側に寄って形成されている。つまり連結部２４Ｒ～２４Ｂの一方のエッジが、スト
ライプ状に形成されたカラーフィルタ層２０Ｒ～２０Ｂの縦スジ状のエッジに沿って位置
している。したがって、開口部２１Ｒ～２１Ｂによってカラーフィルタ層２０Ｒ～２０Ｂ

に形成される曲線状の角Ｙの数は、実施例１の半透過型液晶表示パネル１０Ａでは４個（
Ｒ及びＢの場合）ないし５個（Ｇの場合）であるが、この実施例２の半透過型液晶表示パ
ネル１０Ｂでは全て２個となっている。加えて、実施例１の半透過型液晶表示パネル１０
Ａにおける緑のカラーフィルタ層２０Ｇに形成されていた平面視で突出した部分ＹＧがな
くなっている。そのため、実施例２の半透過型液晶表示パネル１０Ｂにおいては、曲線状
の角Ｙが剥がれる可能性は実施例１の半透過型液晶表示パネル１０Ａの場合よりも小さく
なる。
【００３６】
　なお、図３においては、幅が狭い連結部２４Ｒ～２４Ｂを一方の信号線１３側に沿って
形成した例を示したが、カラーフィルタ層２０Ｒ～２０Ｂの幅方向の中間部分に形成して
もよい。ただし、この場合は、曲線状の角Ｙの数が２個増えるので、角が剥がれる可能性
ないし角が折損する可能性が僅かであるが増加する。
【実施例３】
【００３７】
　実施例３の半透過型液晶表示パネルを図４を用いて説明する。
【００３８】
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　なお、図４は実施例３の半透過型液晶表示パネル１０Ｃの３サブ画素分の模式平面図で
ある。
【００３９】
　また、実施例３の半透過型液晶表示パネル１０Ｃが実施例１の半透過型液晶表示パネル
１０Ａと構成が相違する点は、カラーフィルタ層２０Ｒ～２０Ｂに形成された開口部２１

Ｒ～２１Ｂの形状及びそれによって形成された角の形状のみである。そこで、図４におい
ては実施例１の半透過型液晶表示パネル１０Ａと同一の構成部分には同一の参照符号を付
与してその詳細な説明は省略する。
【００４０】
　カラーフィルタ層２０Ｒ～２０Ｂに形成すべき開口部２１Ｒ～２１Ｂの面積は、Ｇの開
口部２１Ｇが最も大きい。そのため、実施例３の半透過型液晶表示パネル１０Ｃとしは、
Ｇの開口部２１Ｇのみをカラーフィルタ層２１Ｇを横断するように形成し、Ｒ及びＢの開
口部２１Ｒ及び２１Ｂをそのカラーフィルタ層２０Ｒ及び２０Ｂの幅よりも幅が狭い連結
部２４Ｒ及び２４Ｂによって連続的に連なるように形成した。
【００４１】
　このような構成とすることにより、Ｇの開口部２１Ｇに必要とされる大きな面積を確保
した上で、Ｒ及びＢの開口部２１Ｒ及び２１Ｂによって形成される角の数を減少させるこ
とができるため、角が剥がれる可能性ないし角が折損する可能性を減少させることができ
る。て
【００４２】
　なお、実施例１～３においては、Ｒ、Ｇ及びＢの３原色のカラーフィルタ層２０を用い
た半透過型液晶表示パネルについて説明したが、更にシアン色（Ｃ）、マゼンタ色（Ｍ）
及び黄色（Ｙ）から選択された少なくとも１つを含む４色ないし６色のカラーフィルタ層
を用いた半透過型液晶表示パネルにも適用可能である。これらの場合においても、人の視
感度及びカラーフィルタ層の形成材料の吸光係数の観点から、通常はＧのカラーフィルタ
層の開口部の面積が最も大きく形成される。
【００４３】
　また、実施例１～３においては特にカラーフィルタ基板ＣＦに配向規制手段を設けてい
ない形式の半透過型液晶表示パネルについて述べたが、本発明はカラーフィルタ基板ＣＦ
に突起やスリットからなる配向規制手段を設けたＭＶＡ(Multi-domain Vertically Align
ed)方式の半透過型液晶表示パネルに対しても適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】実施例１の半透過型液晶表示パネルの３サブ画素分の模式平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線に沿った模式断面図である。
【図３】実施例２の半透過型液晶表示パネルの３サブ画素分の模式平面図である。
【図４】実施例３の半透過型液晶表示パネルの３サブ画素分の模式平面図である。
【図５】従来例の半透過型液晶表示パネルの３サブ画素分の模式平面図である。
【符号の説明】
【００４５】
１０Ａ～１０Ｃ：半透過型液晶表示パネル、１１：透明基板、１２：走査線、１３：信号
線、１４：層間膜、１５：反射部、１６：透過部、１７：反射板、１８：画素電極、１９
：透明基板、２０Ｒ～２０Ｂ：カラーフィルタ層、２１Ｒ～２１Ｂ：開口部、２２：トッ
プコート層、２３：液晶、２４Ｒ～２４Ｇ：連結部、ＡＲ：アレイ基板、ＣＦ：カラーフ
ィルタ基板、Ｘ：尖った角、Ｙ：曲線状の角
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